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羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
関
す
る
質
問
主
意
書

羽
田
空
港
の
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
国
際
線
の
増
便
に
伴
う
飛
行
経
路
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
政
府
よ
り
新
ル
ー
ト
案

が
提
案
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
ル
ー
ト
発
表
に
よ
り
、
航
空
機
由
来
の
騒
音
等
の
被
害
に
曝
さ
れ
る
地
域
住
民
の
間
で
は

不
安
が
拡
が
っ
て
い
る
。
政
府
は
こ
う
し
た
地
域
住
民
の
不
安
の
声
に
誠
実
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
、
こ
こ
に
次

の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

本
年
一
月
二
十
二
日
衆
議
院
に
お
け
る
施
政
方
針
演
説
で
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
、
羽
田
空
港
の
増
便
に
よ
る
飛
行

便
数
の
変
更
に
つ
い
て
「
地
元
の
理
解
を
得
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
・
・
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
本
年
二
月
二
十
三
日
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
八
分
科
会
で
蝦
名
邦
晴
国
土
交
通
省
航
空
局
長
は
、
海
江
田
万
里
分

科
員
の
質
問
に
対
し
、
「
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
丁
寧
に
ご
説
明
を
し
て
、
ご
理
解
を
得
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
よ
る
地
元
に
対
す
る
説
明
に
関
し
て
。

①

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
型
説
明
会
・
教
室
型
説
明
会
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
何
処
で
、
い
つ
行
わ
れ
、
何
名
が
参
加
し
、
特

に
住
民
か
ら
出
た
意
見
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

②

特
に
住
民
の
間
で
は
、
教
室
型
説
明
会
を
望
む
声
が
大
き
い
が
、
今
後
、
何
時
、
何
回
、
開
催
予
定
が
あ
る
か
、
会
場

一



が
決
ま
っ
て
い
れ
ば
、
各
々
そ
の
会
場
名
、
開
催
時
刻
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

③

そ
も
そ
も
、
今
回
の
飛
行
ル
ー
ト
変
更
で
、
新
た
に
騒
音
被
害
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
住
民
を
ど
の
く
ら
い
の
数
と
把

握
し
て
い
る
の
か
。

二

「
首
都
圏
空
港
機
能
強
化
の
具
体
化
に
向
け
た
協
議
会
」
に
つ
い
て
。

①

当
協
議
会
設
置
の
目
的
、
そ
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。

②

こ
れ
ま
で
の
協
議
会
の
会
議
録
は
、
当
然
作
成
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ
を
公
開
す
べ
き
と
考
え
る
（
要
旨
は
公

表
さ
れ
て
い
る
）
。
公
開
の
つ
も
り
は
あ
る
か
。

③

今
後
、
協
議
会
の
開
催
予
定
は
あ
る
か
。

三

首
都
圏
の
航
空
機
の
騒
音
被
害
に
つ
い
て
。

①

す
で
に
多
く
の
自
治
体
か
ら
「
意
見
書
」
が
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
見
書
に
対
す
る
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

②

特
に
こ
れ
ま
で
東
京
都
並
び
に
東
京
都
江
戸
川
区
・
大
田
区
・
品
川
区
・
神
奈
川
県
川
崎
市
な
ど
の
自
治
体
と
大
田
区

内
の
一
部
企
業
と
国
は
騒
音
対
策
な
ど
で
、
確
認
・
合
意
を
交
わ
し
て
い
る
か
。
そ
れ
ら
の
確
認
、
合
意
は
将
来
に
わ

二



た
っ
て
有
効
か
。
特
に
昭
和
五
十
六
年
八
月
に
当
時
の
品
川
区
長
、
大
田
区
長
立
ち
合
い
の
も
と
、
運
輸
大
臣
と
東
京
都

知
事
の
間
で
交
わ
し
た
確
認
書
に
は
「
航
空
機
騒
音
問
題
を
抜
本
的
に
解
消
す
る
」
と
の
文
言
が
あ
る
。
こ
う
し
た
確

認
・
合
意
は
当
然
、
今
後
も
守
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
回
の
飛
行
ル
ー
ト
変
更
で
、
こ
れ
ま
で
の
確
認
、
合
意
の

変
更
が
必
要
な
ら
そ
の
話
し
合
い
を
ど
う
進
め
る
予
定
か
。

四

羽
田
空
港
発
着
便
増
加
に
よ
っ
て
、
「
時
間
値
」
八
十
便
を
九
十
便
に
す
る
と
聞
く
が
、
Ｄ
滑
走
路
が
供
用
さ
れ
て
い
る

現
在
、
実
際
の
「
時
間
値
」
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

五

本
年
三
月
に
「
落
下
物
対
策
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
こ
れ
で
、
落
下
物
が
ゼ
ロ
に
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
引
き
続
き
落
下
物
リ
ス
ク
は
存
在
す
る
。
そ
の
上
、
万
々
が
一
に
重
大
事
例
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
も
存
在
し
、
新

ル
ー
ト
下
の
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
住
宅
資
産
価
値
の
減
価
が
す
で
に
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
民
間
の
不
動
産
鑑
定
士
の
減
価
予
想

額
も
算
出
さ
れ
て
い
る
。
国
と
し
て
は
、
羽
田
空
港
ル
ー
ト
変
更
に
よ
る
不
動
産
価
値
の
下
落
を
ど
う
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


